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Resume

The.geometricalconfigurationof̀r8-dimeth-

ylsorbicacid, an impoltantintermediatein

oursuccessfultotalsynthesisofchrysanthcm-

um-dicarboxylic acid, is confirmed to hc

Lyansbythe'ultra-violetand infra-red absor-

ptionsandalsobythedissociationcollStantOf

α8-dimethyl-Aa-hexenoicacidderivedfromthe

Farenta8-dimethylsorhicacid hy thescmi-

hydrogenationoverapalladiumcatalyst.Thus,
thelrald-configurationdfthisacid,previously

/
deducedonatheoreticalbasis,isfreefrom t

anyexperimentaldefects,andtheEra"S-conLト

gurationofthesidechaindouble-bondoftlle

naturally derivedchrysanthemllm-dicarmXylic

acid followsfrom the method ofsymthcsis

fromlyalZSα8-dimcthylsorbicacid.Tllismethod

■ofasslgnmentmaybeapplicabletotheα一alkyl

substitutedconjugated dienecarboxylicacids

ingeneral.●

Sltlllic80ntllCEffectofLitldane-Fllmi galionintheOptimunlPeriodloControlTnscctS

TJljuriouSloSLorcllCcrcalS.EffectofLindaneAercsoltoStoredCereals.H.MotoillÎ

.lndShiroK̂ TStJYA(FoodAgencyoftheMinistryofAgricultureand Forestry,and th占

Shib.1HighSchool)Reciev'edJuly31,1956.Botyu･Kagahu,21.92(195G)(lVithEnglish

risumd,99)

W.防除適期におけ る'Lindan. くん煙 の効果に関す る研究｡Lindaneacr.Asolの貯穀芋虫に対

する防除効果 11' 伊田 琴 ･勝屋志朗 (食粒庁 ･芝砧等学校) 31･7･31･受理

Lindaneaerosolの貯穀古山防除効果は実用価値があると考えられるので,今回は貯忽al出の防除

油川即ち4月中旬を選んで試験を行って多くLのgl知見を得たOくん煙缶用 円の大穴 中の Lindane

のanJJA:は在碓穀物の体桝,包装の種類等によって異る｡ 麻袋は低よりも Lindane粒子の附TJiや投

入がよい｡Lindaneくん畑後の倉雄密閉は従来20-24時間として店ったが,その半分以下で充分

である｡10SOm3(5000抜)に対 し Lindane600g

lO0%の致死効果がある｡

Lind.lnCaCrOSOlによる企粒BLILiの防虫はその犬

用性が近tT.fj認められ,既に災川化されつゝある｡金槌 ′

倉樺で Lindaneをくん煙する場合の溢礎的な問題は

早急に究明することが必要であり,叉重要な事項であ

ると患われるので,筆者等は昭和30年11月21日に第1

回目のくん煙試験を行った｡その結果は第1報l)に報 ー

告したところである｡しかし Lindaneのくん煙は言.

うまでもなく食粒合印の防虫を目的として行うもので

あるから,当然春季の貯穀苦虫が活動を開始する前に

行 う必要がある｡そこで昭和31年4月19日に節2回目

tJ2

くん煙すればコクノ ウに対 しては90日後で も

のLindaneのくん煙試験を行った｡本試験は (1)くん

煙後の貞坪内 Lindaneaerosollの氾皮の帖RrJ的変化

(2)Lindaneをくん煙した場合の企川内各以IVlにrid

田した氾紙に附宕された Lindane左とのJri;虫と,それ

等を班用しての殺虫試験 (3)Lindane粒子の穀物Id

侵入状態とその殺虫効果 (4)Lindaneacrosol仙川

合印円の被告粒及び召出についての調査等4切口の試

験を行ったもので,前報 1)の結果を-旧明確になし子'J

たのみでなく,それらの他にも新しく知るところがあ

った｡それ故これ等の結果を田め節2相として発来す
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ることにした｡なお木.W験に托用rflのれ川はrJJ'

署故のEl的で6J]22nにク｡-ルビク.)ンのく/L,

茄が行われた｡ LimhncのJyJ'山効!代はそれま

での刑流によZ)Tlわ充分持続されていることが

壮烈されるが,6J]25日をもって湘Zfを一応打

切るのやむなきに至った｡もし今役同様の試験

をくり返す機会がNられたならば,完全を期す

る考えである｡

実験及び使用倉蹄の概要

T.lhle1. ATCnstlrcmcntoELindanc-smoke-Con-
centr.1tioninthestorchousc.

本試験は昭和31年4月19日に静岡県沼印市所

在の鈴与合印で行ったものである｡このaT'lは

鉄筋コンクリート近平家姪,内容机は1080m3

で,前回の試験に蚊用した創 Iit梢辺,大きさ

兆に同じである.

Lindaneくん矧 まキルモス悶20本 (Lindane600g)

を台m中央迅路上5ヶ所に紀田,同日割t点火して行っ

た｡くん煙開始は昭和31年4月19日15時45分で,発煙

は約2分で終った｡合印は現在一般に行われている如

く,くん煙後20時間密閉した｡くん煙時は虫天で倉川

内探上1.5mの氾皮18･4oC,関係温妊77%であった｡

くん煙合印内には中火の迅蹄を挟んで一方に静岡爪

座水校玄米 1,466偵 (87,960kg)が,又他方にはパ

キスタン巧的flY白米 2,777袋 (249,960kg)がも"l付け

られていた｡机付けられた穀物の経机 (排体机)は静

岡爪産水較玄米は 259.8m3 で,廻り4位排で机付け

られているため,この見かけの休8'1円に30cmx30cm

x400cm の柱状の■空間が42ケあることになる｡パキ

スタン再的和白米は 333･2m3 で,耶付が汀稚5伐排

であるから前者の如き空間は生じない｡したがって本

試験の名 器 各 ×100は48･7%であったことにな

る｡

なお木台FtEは現在までに Lindaneのくん班は一度

も行ってない｡

Lindaneaero主olの幻肢の変化

Lindaneのくん煙を行った場合, くん畑剤の効率

及びく/.,畑riF:用所要時間等を知る目的で前回と同様に

く/.,畑役のfl川円における Lindaneaerosolの弧F兜

の変化を調Zf州'/i:した｡

1.宍 晩方 抜

くん畑綾30分,1時rl'J,1時rlrJ30分,2時間及び3

時fFJ7)ETJFJln川中火皿F.'i上で,空';<1rllに浮群している

Lin°.lnC相子を Impingcrによって,.llcoholに捕

〃!Lpolarogror)h班による;Em分析によって,fi叩
円の Lindanc拡1<lJQ:与川Tli'した｡tFRfLミ及びJlin方蛇の

詳細は那1印11の如くである｡

Note

1.火atiotofumigatedLindaneamountsholVS
(smokecon°./theoreticalcon°.)×100

2.Linrhneamountfumigatedis600g.

2. mFJ疋 船 架

,測超の縦穴は Tahlelの如くであって,0･0278m3

(1立方尺)当t)の Lindane虫は30分後が 5.29mg

で, 1時間30分按は 2.15mg,3時間後は 0.14mg

となり著しく減少 した｡､これ等の測正統 とくん煙

L)'ndane左ととの比 (対即井沢FA:比)を計罪してみると,

30分後は34.6%,1柑IfJ30分後は14.1,% と肺次減少

し,3榔 fJ後には(伽 ､に10.9%となっている｡

3. 考 粥

木調正の納只はTJTJ回の拭験的舛及び空爪印のLD合と

の比･校検討を行 う必要があると.lilわれる｡3者を比較

して図示したものが Fk.1である｡

Figlにより明かな如く,く/し蛸後のfl印内にわ

ける LindanCaerOSOlの机促の変化は,在伸晃の多

罪にかかわらずほ 同ゞ様のFlrlgでは少する｡前報にお

Fig1. Comp.lrisonofdecreaseofLindane
smoke-concentrationinthestorehouse.
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いて Lindane煙化時の択矢,郎 桝 へP漏出,床面,

A.場内及び天井等への Lindane粒子の附苛等が,在雌

flllTtと空Aliとが,ほ 同ゞじであると仮定すれば,稲付

けられた包袋容群への Lindane粒子の附宕及び包装

容㍑納 浸入により両者の対計詐没収比に差を生ずるも

のであろうと述べたが,今回の試験鹿央により更にこ

のtlulihの正しいことを確認することが出来た｡即ち在

川'BfJl比は前回が51.3%であって,今回は48.7%で若

:J.･ながら少ない.計井出度比 もまた第1回に比し小と

なっている｡ このことは包装容ねへの附宕及び侵入虫

の机迎にj:るものと考えられる｡特に今回は麻袋包装

子の包法面附苛立が俵と麻袋とで差が生じた ものであ

ろう｡■亘JI実麻袋表面の毛ばだった相称には Lindane

fl'1.-7･が極めて附若し易く,班に附著した粒子を核とし

て他の相子が附封する]11毅がみられた｡この観矧 ま実

験'左内で光学顕徽銃により行ったものである｡しかし

こ､ではと鹿袋とで米旧内への Lindaneの浸入性に

韮只を生ずるであろうことが開延となるが,これらに

ついての調査結矧 ま後‡と述べることにする｡
㌔/ .

Lindancを aeiosolとして合印円でくん煙.I,'I=場

令,くん旭後白川の密閉を必要とする時聞は一般に20

lH'j;-1'Jから24時間とされている. 今Eulの実験純架から

Lind.lnCaCrOSOl氾皮が3時間後すでに 0に近し唯
をホしていることから Lindane粒子の落下肘掛 ま比

収的ALP.ljr和に行われるものであって,従来のように20

-2叫 lluと言 うような長榔 IJの密閉は必要とせず,奴

低の必至即寺跡 ま3柑nlである-と言 う程度の拙論が言い

糾るものと,liiわれる｡

伽 1i円 Ilir)daneaerosolの嘘紙附苛立と

その径時的変化

Linl'.lneを aerosol状態として峡和した場合の合

川内における Lindane附茄の場所的差輿及び時聞の

径池に伴 う虫r杓変化を知ることを目的とした｡

1. 火鹸 方 法

=J',め Lindaneのくん蛙itl;JCこ合印内天非,鉢上取l

'排81川 及び川上に氾紙 (疋出川は粒径 11cm, 生物検

)'Li'川は凹径 9cm,兆に如tY;-ai紙 No.6)を配起し,

今ITiIは-JtJIJbHこ行わなかった租 り4偵排中央の柱状の

空間の水平,垂屯及びその床面の Lin/ane附若虫を

も知るため,これ等の場所に も泣 紙 を配 EB した｡

Lindane附弟嘘紙はくん煙20時間後の密閉開放直後

と,一光期間矧 こ実験計画に従って逐次ランダムに採

収し.夫々のLindaneの定員分析を行った｡Linねne

の放出定虫法は節1報と同様である｡

IJ4

2.測定 結 果

く/I,地政20時間で採取した班紙の Linthne附茄塁

及びその経時的変化は Table2､の如くである｡即ち

20時間後の附召出の殻も多かったのは排上部で 平均

8.95mg/95cm雪であり, 又殻 も少なかったのは天井

部 0･243mg/95cm空であ､る｡1ケ月後の Lindane附

苛立もくん煙20時間後の場合と同様奴大仙,瓜少位共

に夫々同じ場所であった｡即ち排上部は平均 0.llmg

/95cm巴であり,又天井部は0.007mg/95cm空である｡

3･ 考 察

愈以内の各勘所における Liridane附前出はTJTJ回に

比 Lや 増ゝ加していLa｡附岩出の目立って多くなって

いるのは嘩載俵上 (排上部)の氾紙であった｡以所に

よる附TltLindane虫の比は,前回の実験では天非と

床は1:10に近い比率を示しているが,今回もほゞこ

れに近い1:11であった｡
I

次に廻り4位排中央部の柱状空間 (堅坑)の水平,

垂垣及び床上 (実際の合印床上でなく台木上を一応拭

両として,附首Lindane虫をnlJ定した)の Lindane

附苛立 は夫 々 5.87mg/95cm2,0.303/95cme及 び

10.63mg/96cm空で壁坑の床面の Lindinc 附T,IiLTtは
他の水平附君田 (通路,排下段及び排上部)よりも退

かに多かつた｡堅坑の垂近郊分は排爪Tl面よりや 附ゝ石

見が少なかつた｡ 堅坑の床面又は水平面の Lindane

附宕虫が, 排上部, 持田に比し多出であったのは,

Lindane粒子が堅坑から●. iZfに伐内或は伐間隙を水

平方向に拡散してゆくものと考えることにより説明さ

れる｡恐らく Lindaneをaerosolとして合印内で班

用した似合は,赴l像以上に班の内部に浸入するもので

あろう｡

上記の結果から Lindancの粒子を位内に充分投入

せしめるには,穀物蟻の排付を廻 り4位排とすること

が滋適であると考えられる｡

泣抑こ附fltした Lindancが時間の径過にともなっ

て,どのように減少するかは Lindanc残存.unの対数

を縦軸に,径過日数を杭軸にすると,田線をもってあ

らわしうることが,TllJ轍 l)及び TablC2に,tつて知
t)iuだ｡
なおこれ等についての詳細は検討の上別にⅦ岱する

予定である｡

泣紙附宕 LiIidaneの殺虫効賦

Lindaneくん煙合印の防殺虫効只を知るEl的で,

くん脚 引こLindaJneを附かさせた班紙で湖山試験を

行った｡

1. 実 験 方 法

Lindaneくん煙時に定出川仏紙 と同位田に田径

Dcrnの班紙を配田し, くん煙時のま のゝ状lBでお印
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T a l･le 2. 1.in°;In° amOIInt.ldheredtofjl(erptlPCrSand its d ecre.lSC.

lJcriodP.lrt.q lday 8d.lyS 20d.lyS3rJdayslJtJ(hys7Gd:tyS

UpperpartofgminhLIFrl,ilcs(?ppcsru,lLei'cCi) .aV. LJ.GG 4.62 0.8リ7 0.124 0.064 0.004

8｣tJひ 3.0リ 0.932 0.仙5 0.076 二0.-005

8.20 3.49 - - - -

8.95 3.70 0.923･0.109 0.070 0.005

0.560 0.091 0.042 0.00や 0.0012 negL-

･1.03 0.'082 - - - -

~0.653 0.084 0.033 0.008 0.001 neg.

Floorundergrai.nbagpi王es(uppesru:feaVceel) aV. 1.40 0.821 0.qG 0.012 0.OUO ned.

1.30 0.616 - - ～0.005 neg'

- - - - - -

1.35 -0.718 0.06 0.012 0;007 nefr.

Floor.around -grainbagspiles(Uppesru,1;avce!) aV. 2.64 2.46 0.120 0.075 0.014 0.001

2.86 1.50 0.110 0.069 0.010 0.003

2.39 1.66 0.118 - 0.021 -

2.63 1.54 0.116 0.072･0.015 0.002

Cei】ing(Undesrur'feaVcel)Etv. 0.223 0.090 0.079 0.008 0.002 r)eg'

･0.293 - - - - -

Note

1. Dab sholVLin°.incamountsahheredtofilterpapcTSOf
ユ1rm dhmetcr(95cm!).

2. Eachfilterpapersh.ldbeenleftonslickedpositionin
storchouscafterLumig.ltion.

3･ Ncg･showsWh.ltWasnotanalysedbySchechter and
ITornstcin′smethod.

円に放'nL,この Lindanc附邪泣紙を一定期rLTlq短 に

lpr:･志に搾取して殺山胡験を行った｡

芽凹l試矧こはと1研兜'虫において,10数世代飼符した

コクヌス トモドキ TTl'bol;umcastaneumHerbst及

ぴ コ クゾウ Sl'LOJ･lLJ'tus oryZae
L.引止川山 た｡薙2出端馳土光
づペトリシャーレl勺に Lin(hnc

を附那させた班紙を田き,コク

ヌストモドキ又は羽化後3日ロ

のコクゾウ各10匹づつを入れた｡

これ等のシャーレは27oC,田

係湿密75.0%の恒温邦円に入れ,

24時間矧 こ生死を調査した｡こ

の調査は釣竿の先で軽く虫肘こ

にふれることにより判定したも

ので,全々動かないものを死と

し,触角及び肢をかすかに動か

す符tllの ものを獄死とした｡東

に少行不可経のものを入れて3

段【捌こ区分した｡

2. iLl験約H!

について行ったコクヌストモド

ヰの殺山試験の紙料 まTablC3

の如くであって,く/し畑2日後

の ものは各班紙ともにtJ描 出投

入枚6ロロには100%の殺山串i

を示した｡しかしくん畑12口後

のものは各氾紙といこtJh試山投

入筏6日を経過しても10-70,0/.

で比校 的低い 湖山畔であ

る｡

コクゾウの湖山.試験の紙児.'ま

T.1hlC4の如くであって,くん

煙55日後の氾紙で も96柑亡FJでコ

クゾウを10〕%致死せ しめN

る｡

3. 苛 烈

コクヌ,?.トモドキを仙川した

湖山lu湖 では,Lin(hnCく/L,也

凹晩のものは100%致死せしめ

たが,くん蛸23円後の5月13日

に掛 放したin紙では4Ejrl'Jは触

せしめても.コクヌストモ ドキ

は括氾な歩行をなし,非行不鰭,

又は致死したものはなかった｡

これらの事実から1080m3当 り

Lindane600grをくん煙LT=場合, くん煙直後では

コクヌス トモドキを致死せしめる虫を合印内泣紙は保

有しているが.時間の径過に従ってその矧 ま減少 し,

23El後にはコクヌス トモドキを殺し相ない矧 こなって

リ3
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Table3. Mortalityofred-rustflourbeetlebythecontactwithLindaneadheredfilterpapers･

24 L 48 L72 196 I 12011 44 24 148 172 L96 120 1 144

Upperpartof
grainbagpiles

(uppcr事evelsurface)_

Sideofgrainbag
piles

(verticalsurface)-

Flooraround
grainbagpiles

(upperlevelsurface)

Ceiling

(underlevelsurface)

Note 1. Eachfilterpapershadbeenleftonslickedpositioninthest･･rehouseafter
fumigationandlVaSpickedupatrandam foranalysis.

2･･FilterpapersofJ9cmdiameterwasused･
3. MortalitylVaSShownbyaverageof2instances(escllinstanceused10red-

rust̀flourbeetles).
4. AmountoffumigatedLindanewas1600gperlOSOm3(Capacityofstorehouse).

Tahlc4･ Mortalityof'riceWeevilsbyt1-econtactWithLindaneadheredfilter.papeTS･

periods 23days ･36days 55days 90days

I).lrtShrs.24 48 24 48 72 24148 72 -96 24 48~ 72 IDG 120

UppCrParLOf.gr;lllllJ.lgPiles 83.0100.0go.o'JP.0100.0-.)0.020.0 60.0 100.0010.0 70.0 100.0

SidctlLgJ..linhagpilcs 67.0100.0163..0fJ3.0100.010.027.0 67.0 100.0 0~0 50.0 70.0100.0

1√loorilrOundgrainbagpiles 77.0lop.080.080｣0100.0 0 30.0 80.0 100.0 0 10.0 63.0 80.0100.0

.Ceiling 甲.0lワo.0DT o60.0100.00 20.0 60.0 100.0 - - - - -

Note 1. Riceweevilswasusedinageof3daysafteremergence.
2. MortalitywasshownaverageoE3instances(eachinstanceused10liceweevils).
3. Seetable3about∫)tllerS.

しまう｡しかしコクゾウに対してはまだ充分殺出し村

る効力を有している｡即 ち合以 内すづ ての場 所の

Lindane附着-a紙は,Lindaneくん煙 55日後におい

て も96時間で100%致死せしめ得た｡このように両供

試昆虫l掛こは Lindaneに対する抵抗力にかなり大き

な差があることがわかる｡

なおクロールピク.)ンくん兼後 もそのま 放ゝ超して

おいた台川内の醒紙を, くん煙90日後の7月1相 に採

収 して,コクゾウによる役虫試験を行ったところ,96

時Fnl晩に100,96致死せしめ付た｡クロールピクリンに

IJt5

よるくん蒸は,殺虫の残効性がないと考えられている

あで,くん蒸後の淀紙による殺虫は Lindaneの炎効

による ものと推定出来る｡このgl矢から推定すると,

1080m3 の合印で Lindancを 600g くん地すると,

くん旭後90日までコクゾウに対して殻山効光をlJJLて

いることがわかる｡

Lindane粒子の穀物Jdti!入状態とその殺山効米

今回の実験では後述するように,米粒を光明した金

屑fB円筒容出を桃川して Lindanet粒子の米Jdへの位
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入状怨及びその殺虫効爪をlg.q並した6

Lind･lne粒子は･liSt物のJLii鳩を池出し, -ulに捌 勿ILll

に浸入することはml和に刊l'Bしたが,今rulのiJi駒で

Lindanc粒子が91に現物L̂_･]Fこ托く臼入Lfuることが

わかった｡

1･ 実 験 方 法

木実験に班用した金屑製円筒召取ま両部おがU拙文され

ているiEi径10cm,長さ 7cm～15cm-のもので,これ

に米粒を充填し,両端部を空位1式で故国しLindane

をくん壊した虫は 1080m3 に対し 600g の割合であ

る｡この際円筒の成稀夕日訓ま米相で埋め, この部分か

らの Lindaneの浸入を防 ぐようにした｡米相を克明

するに際し,円約円の米柏の密IA:を出来るだけ-Jti:に

するため,円(.Vの成郡を4-5回打ち充明した｡投入

した Lindaneの粒子の捕班には屯径 9cmの氾紙を

用いた｡即ち米粒の充明に際し,容招内に氾紙が5,

6,8,10.12及び 14cm の深さになるよう夫 埋々没

した○姐紙を埋没するに際レては円筒の長さを考えに

入れ,田に泣紙の下には米層が 1cm 以上あるように

した｡各班紙の搾さ別円筒の数は各々2本宛である｡

円筒上郡の被田物としては空位1三正の他,さん偵及び

麻袋を比較のため班JT]したが･これ等Kついては班下に
錨紙を征凱 たヽもののみで,米屑円には埋没しなかった｡

投入した Lindaneの員を知 るため定出分析を行つ

てみたが,米用 5cm,下の氾紙では既に Lin(hnc爪

が批_F'Atのため,分析不可伐であった.したがってコク

ゾウによる殺山試験のみを行った｡

湖山拭験に桝拭したコクゾウの柾m.日令及び米欧

方法はirU述の場合と全く同様である｡

2. 火映もrf'刃!

米桝内に理殺した氾紙による殺虫試験の純米による

と,米田 5cm下の紙純では72nIjll'Jで100,0,0の殺Lll串

杏,又それ以上の拭きのあ証紙では96柑LTrJで1003'あの殺

虫率を示した｡又さんIL1及び麻泊凹 ドの氾紺ま48柑nI

で100,0/Oの殺虫率を示した｡詳細は TatJIc5'の如く

である｡

3. 考 努;

この殺山試験では 14cm の拭きまでの各泊紙が 応

良の96時rl'i)でコクゾウが100,00'死/I,でいる｡しかし対

爪区では96榔 rJで1匹の死dlも蛙 じない｡.明かに

LindaneにJ:る致死と見地してよい｡ 即ち米l州こ位

入した Lindahc約-7･に.tって殺山 された もので,

10SOm3に 600gの刑余で Lindancをくん埴した似

令,空位1式で被糾した円md'矧柵Jjに Lin(hnctlI_千

は米用 14cm の托さまで充分以入Lif.tる｡ 又そのm

はコクゾウをfJ6時HTTJで致死せしめるにたる爪である｡

きん位や麻甥のt'tuJドにIuVIL､た氾紙の.#山試験の純米は,

4如引田でコクゾウを100% 殺虫せしめており,空LJZl

Table5･ AIortalityofriceweevilsbytheconhct
lVitllfilterpapersburied in thedifi-
nitivedepthesofricegrainphseandin
theinsideofgr.Ttinhags.

mortality

Note

ThistestlVaSdoneat28hr5..1ftcrfumig.ltion'lVith
Lin(hne.

3Iiの場合とlTi】様に Lindane相子は,さん

仏及び淋IL%Tl;の枇出物をもJ:く出述する｡

米仏及び僻甥の-a.ドに 山径 11cm の糊

割tをmき,これ らの穀粒物を記述 した

Lin(hne,を附rltせしめ, )Lf_JlAt分析を行っ

たところ,米仏は 1.2-2･3γで,僻矧 ま

2.9-5.2γであった｡ 麻袋 ,を記述す る

Lindane左tは米蟻に比し退かに多いこと

がわかる｡したがって Lindaneをくん畑

-した場合 Lindane粒子の米刑浸入の点か

らみると,米仏よt)麻袋が効凪■fJである｡

穀 .臼柁 制式

Lin(lancくん班の防除効n沌 知る口約

で,m牧田後のLT川仰 こ発見されたFt;山放

び米相の山u状況につき誹JZfを行った｡

1. 調 査 方 法

くん煙開放iEi後の凸川内Ett:山の湘丑は.

通路床上において発見された昆虫を探災し

て種類及び夫々の生死別数を井えた｡

被告粒の調査は倉蹄の両出入口に掛 ､排

の上 申卜下段から俵内米粒を採取し,鮎

全校と被告粒の数を罪えた｡萩野相はRflこ

喰苔のうけ方によって区別することとした｡

ひ7
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l

Tat,lc6. Mortalityofinsectsfoundinthefumigated
storel10use.

NottI.

1. 1nsc･Cts were found on theflooraroundgraiIi

bagpilesimmediately afterfumigation ofstore-

ltousc.
Ll. ≠ ShOIYS What found notoTlthe floor before

Jumigation.

3･ Dyingandlivinginsectsdiedafterwards.

Tablc7. llatioofgrainsinjuredhy insectsin
fumigatedstorehouse.

'4'.hfはを行ったのは Lindaneくん旭-BFl打の4月19日

とくん旭後の4月28日,5月10日,5月19日及び6月

OHのLHLdである｡

2. ;yIa出 結 果

く/LJ畑開放田後の愈松雄上で発見した昆虫の柾執

政及びLLi矧 まTable6の如くである｡採収月EI別,

朋LEf立放.被臼約数は Table7の如くであって,く

ん旭仙rUの4月19日の湘むで刺皮性の紋日蛇を1位発

LJ.し7このみで.その後の採収粒からは1相の被吉松を

も仙11せなかった｡

3. 考 _ 岩i

被告粒L調査の結果によると,･くん煙厄前の4月19日

の誹3査のみIa.Ta査数7122枚申1粒のみに剥皮性の被告

が認められ 爾後のものには全く被告位が発見されな

かった｡又その被告はノシメコクガによるものでコク

ゾウ'tこよるものではない｡しかし本実験に使用した合I
川州 こは4月12日頃よりコクゾウが散見され初め,4

JJllJuの Lindaneくん畑時にも,戸前,戸凸'Jの鞘等

･V.少故のコクゾウ及びコクヌストモドキが発見されて

98

いる｡これ等の郁夫よりくん煙時にはす

でにコクゾウが伐内に浸入しているもの

と想われる｡

Lindane･をくん煙した勘合, 偵円CL)

害虫が Lindane･粒子の浸入によって-,

俵外に脱出することは前報で述べたところ

である｡今回の実験に際しても,皿路上,

りん木下等に, Table6の如くくん蛭

前以上の多くのコクゾウの死虫及びその

他の昆虫が発見された｡比較調査がない

ため数字的には述べられねが,苦しくん

鯉を行わなかったとすれば,低円のコク

ゾウは実地を綻り返し,被空言粒は和す哲

で,議後の朋五日にはコクゾウの被臼が

脚大していたであろうことは充分推黙さ

れる｡又くん蛭前産卵されたものは5月

中頃には成虫となるので,それ等が卵或

は幼虫の時代に死滅しないとす川 ま,そ

れだけでも被譜が増大するものと見るべ

きである｡

前記したように本台雄でクロr ルビク

I)ンのくん議が,6月22日に行われたた

め,本調査を6月2年日をもって打切って

いるが,6月9日までの調査紙米 か ら

4月lfJ日の Lindaneのくん地によって

6月巾下旬までは充分な貯設ii址 のrJJ'除

をなし粥IT=ものと考みられる.疋にくん

議後の7月19日に被告粒の調査を行った

が,-3'TJ盃した 24,286-位巾には殻訓 加ま

･全く認められなかった.くん誠TJllの被El脱 調盃の紙Lf上

と合せ考えると, Lindュn.eくん班後90日rBlは防除効

狐は継続しているものと考えられる｡

雫 約

1. Lindancをくん埴 した合nl内の Lindanc

aerosol地政は,在印穀物の作brl,包法の社規等によ

り頻った変化をするo麻矧 ま位よりもLindanc粒子

の附若,授入出が大であった｡

2･ 創 Ii円空気中の Lindane虫はくん地政3時rLu

で対計許氾皮比がU･9%となった｡したがって別Ia

Lindaneのくん煙後 20-24時ILu缶恥を密閉すべきも

のとしているが,それ程艮時rLuの密別は必要としない

ものと思われる｡

3･ 廻り4位拝の中心部の空間に揺する部分は,他

の場所と同様に充分な Lindane附才は が認められた｡

更に位と俵の間排が多いと, Lindane枇子が似勺に

-.多く浸入するものと考えられる｡したがってI別 納 で

Lindameのくん嘘を行う場合は, 伐と位のru除を多
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くする.とう心附けるべきで,榊 寸は廻り4位排が過TI

と,rLLわれる｡

4. n川内で 10SOmつに対 して GOOgの'.q合で

Ljnd.lnCTJく/I,梢し, nTJTtV3各場]77で Lind･1neを

tfn〃!L,た氾紙による湖山桝的な行ったところ,く/し班

tLl後は黙刑に対し非職 こ払いコクヌストモドキですら

100,%致死せしめ,コクゾウに対してはくん煙後90日

径過しても120時間接触せしめれば充分致死せしめ狩

ることがわかった｡

5. 殺虫試験及び被野柁調査の結果から綜合的に考

窮して Lindaneをくん煙した場合3ケ月間はその合

印をコクゾウから完全に防除Ll1来ることを確認し和た.
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byusingKl'lmossmokecLmdZe.
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veryeffectiveevenre(トrllStflourbeetlewhichL
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themortalcfLccttorJ'ccwccvilfor3monthes
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DarstellungutldEigctl白Chaflende卓trams-5こ6-Dioxycyclohex8tlJ'cn-(1.3).ZllrChcm壬ede呉

Benzolglykols,II'1'･AlinoruNAKJLmlA,IchiroToMD̂'undAkitolÎsMzuM･:(Agrik､11tur-
chemiScheslnstitutdcrKyotoUniversit削)Eingegangenam 31.Jllli1956.BolyTL-KagahlL

21,99,1956(Pjsum6,104)

211traps-5･6-D.ioxycyclohexndietl-(1･3)の合成 とその性矧 こついて.Ticnzolfrlykolに関す

る研光 (節二報)港 (1) 中指 稔 ･荷口一郎 ･橋爪耶人 (石く邦大学 瓜邪化学研兜:粥.)31.7.31.実印

･3.4.5.61Tetraehlorcyclohexandiol-(1.2)(lII) を耶m末で脱Lは苅して I'L7nS-.R,.GLr)ioxycyc70l
hcxadjen-(1.3)(ⅠⅤ)を分場し,"rlenzolglykol"と介Y.した｡IlenzolfrlyL･olはT,相 に脱水されて

Phenolとなり. P(I-仙椎で rrtTnS-Cyclohexan(lit)1くⅤ) に迅元される｡ 文 】】cnzolglykolの

Glykol悶矧こよl)I,ans,I,L7〃S-Mucondialdehyd(VHI),と新しい CZ'S,LTa〝S-Mucon(1iIlldc-

hyd(VII)が1Lけられ1:｡この cis,trans-男性体 (VH)は光緑と沃既の作用によりtralW,tTanS-

苅性体(VIII)に･Fl.移する｡

Tl'd肝!)に放て 3.4.5.6-Tctrachlorcyclohexen-

(1)(I) をクロム散々化 して 1.2-Oxidol3.4.5.6-

tctrachlorcyclohcx.1n(ⅠⅠ)を作り,これを硫勲で加水

分脈 して 3.4.5.6-Tetrachlorcyclohexandiol-

(1.2)(ⅠⅠⅠ)を合城した｡ この Dlolを亜鉛末で脱垢 ~

累すると定員的に tTanS-5.61Dioxycyclohexadien-

(1.3)(lrans-1.2･Dioxy-1.2-dihydrobenzol)(ⅠⅤ)

が柑られる｡この物矧 まCyclohexadien-(1･3)の5,6

半本研死は武居教授指等の下に行ったものであ
こに托拓の謝芯を衣する｡


